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所在地 静岡県駿東郡長泉町

代 表 石原 義博 1961年（昭和36年）57歳

設 立 1991年（平成3年）4月

スタッフ 歯科技工士1名 事務員1名

業務内容 クラウン・ブリッジ・セラミック等歯冠修復が主

役 職 （公社）静岡県歯科技工士会会長



院内技工のような融通が利く業務体制

・自ら集配を行うことで歯科医師から直接指示を
聞くことが出来る。

・取引先が近いため診療中の立ち合いが可能。

・すべての製作工程を自ら行う事で、責任感やや
りがいが持てる。

歯科技工所の概況



業務内容

・貴金属価格の高騰や審美的な関心の高まりから、
金属による修復が減りレジンやセラミックによる修復
が増加している。

・ジルコニア等オールセラミック修復物が加わり、従
来からの陶材焼付鋳造冠が減少傾向である。

近年の傾向



業務改善のための取り組み

・現在の所、業務の改善を必要とするほど悪化してい
ないが、高額な設備を導入することは困難なためメー
カーとの連携を検討している。

・歯科技工所間の連携は法令上し難いため考えてい
ない。

・業務上競合しない歯科技工所を歯科医療機関に紹
介することはある。

・受けた仕事に対し懸命に取り組んでいると、こだわり
や思いが強く長時間かかることもあるが、自身のやり
方次第で自由な時間が持てる。



・（公社）静岡県歯科技工士会では、人手不足への対
応として無料職業紹介事業を実施している。育児や
定年で退職した歯科技工士にパートタイムも選択肢と
した雇用を斡旋している。

・また、県条例により全ての産業廃棄物排出事業所に
廃棄物処理場の実地確認が義務付けられているが、
組織で代行することにより歯科技工所業務の一助と
なっている。

地域組織における働き方の工夫





・取引先歯科医療機関内にCAD/CAMシステムが導入
されている為、依頼されることはない。

・一人歯科技工所の場合、出来ないものは出来ない
で済んでしまう。

CAD/CAM等近年の歯科技工技術の
活用状況



・歯科技工士を取り巻く環境は、今まさに変革期を迎えてい
る。就業歯科技工士の高齢化や歯科技工士を目指す若者
の減少による労働力不足が叫ばれる中、デジタル技工の著
しい進歩は従来の技工作業を大きく変えようとしている。デ
ジタルテクノロジーの波に翻弄されないよう、未来を見据え
た教育を推進していただきたい。

・従来の基本的歯科技工技術の習得に加えて、デジタル技
工にも対応した新たな教育カリキュラムを追加することを考
えると2年制では到底足りるはずがないことは誰にでも分か
る。

検討会に期待する事



ご清聴ありがとうございました！


